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緒 言

今日，戦後の学校給食を受けた，または，

受けている人数は，全人口の７０％を越すに

至っている。また高度成長期以降の学校給食，

とりわけ米飯給食が導入された１９７６年以降の

学校給食を経験した層でさえ，早くも３０代と

なっており，その子どもたちが，第２，第３

世代として学校給食の体験をしている。

１年間の給食回数は，１９５回（１３年度岐阜

市小学校の場合）であり，食事の約６分の１

を学校給食で摂取することになる。このこと

は，子供たちが，学校給食を経験することで，

たとえば朝食にパンを食べ洋風料理を好むよ

うになるなどといった嗜好が形成され，さら

には，将来のわが国総体としての食生活形態

を決めていくことになると思われる。このよ

うに学校給食は，農畜水産に関わる地方や国

の施策にも大きな影響を及ぼすだけでなく，

成人してからの嗜好性を支配する大きな役割

を担っている。

食の安全・安心が求められている現在，地

場産野菜にその期待が集まってきているが，

地場産野菜の食生活への利用は，トレサビリ

ティの確認できるシステムの構築が重要であ

り，さらには，フードマイレージ（流通経費）

の発想が，地場産農作物に「安価」という新

たな価値を加えることになる。

岐阜県においても県内産（地場産）の農産

物の学校給食導入への取り組みは，各市町村

栄養士をはじめ，各協力関係機関と連携をと

りながらできるところから進められている。

そこで本研究では，岐阜市の学校給食にお

ける地場産野菜の活用の状況を把握すること

により，学校給食に積極的に地場産野菜を取

り入れていくための検討を行った。

調査方法

（１）給食献立における野菜の使用状況

岐阜市小中学校７６校の学校給食献立から学

校給食で平成１４年度に使用された野菜の種類

と出現回数を同時期の７月１３日から７月１８日

の内，４日間において調査し，平成１３年度と

の比較を行った。

（２）岐阜市小中学校の学校給食における岐

阜県野菜の活用状況

平成１３年度の岐阜市の学校給食における岐
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阜県産野菜の活用状況を各野菜の総使用量，

岐阜県産野菜の使用量，総使用量１，２）に対する

岐阜県産野菜の使用量から岐阜県産野菜の利

用率を算出し，検討した。また，平成１２年度

についても同様に求め，比較を行った。

（３）学校給食の野菜料理の献立

平成１３年度の１年の１９５回の給食のう

ち，７８２の給食献立の中から地場産食材が使

用されている野菜料理を選び地場産食材の利

用状況を調べた。また，それらの料理につい

て料理様式，料理方法から分類し，野菜料理

の利用方法を調べ，平成１２年度（給食回数１９７

回，献立数７６１）と比較することで学校給食

における野菜の利用の現状分析を行った。

結果および考察

（１）７月の学校給食における野菜の出現回

数

平成１３年度・１４年度の岐阜市の学校給食献

立においてメニューに登場した野菜の種類と

その回数を同時期で比較したものを表１に示

した。出現回数が多いものは，平成１４年度で

はにんじん７回，きゃべつ６回，たまねぎの

４回であり，１３年度は，たまねぎ８回，にん

じん８回，ねぎ６回，キャベツの３回であっ

た。

平成１４年度の学校給食に使用されたたまね

ぎ，ねぎの出現頻度は平成１３年度に比べ減少

してはいるが，学校給食においては同種類の

野菜が使われていた。

また，枝豆，とうもろこしなど夏が旬の食

材が献立に取り入られていた。

岐阜市の７月の献立は給食の食材として一般

的に使用頻度が高い野菜と旬の野菜をうまく

活用して献立作成がなされていた。しかし，

学校給食において出現頻度が高い野菜のにん

じん，キャベツ，たまねぎは岐阜県および岐

阜市においての出荷量は上位を占めるもので

はなかった（表２）。

（２）岐阜市学校給食の野菜の利用状況

１３年度の岐阜市の学校給食において岐阜県

産野菜で使用量が多い野菜は，もやしの約３４

トン，大根約３０トン，ほうれん草約２０トン，

にんじん約２０トンで，（１）の７月の学校給

食における野菜の出現頻度とは異なる結果で

あった（表３）。これは（１）での調査が７

月という短期間であったということと，旬が

考慮された献立になっていた結果であると考

えられる。１年を通じての岐阜市の学校給食

における野菜の使用量は岐阜市の出荷量とほ

ぼ一致していたが，にんじんについては岐阜

（単位：回）

種類 平成１３年度 平成１４年度

たまねぎ ８ ４

にんじん ８ ７

ねぎ ６ ２

パセリ ４ ４

きゃべつ ３ ６

とうもろこし ３ ―

ピーマン ３ ―

たけのこ ３ ―

チンゲンサイ ― ３

ブロッコリー ― ３

トマト ― １

ほうれん草 ３ ３

ごぼう ３ ３

大根 １ ―

しょうが １ ３

十六ささげ １ ２

かぼちゃ １ ２

トマト １ １

えだまめ １ ―

もやし ― ３

なす ― ２

レタス ― １

表１．岐阜市学校給食における野菜の種類と出現
回数
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市の出荷量が少ないにもかかわらず学校給食

の献立に使用されていたのは岐阜市近隣の各

務原市からの出荷によるものであった。

学校給食での使用量が多い野菜であるもや

し，大根，ほうれん草，にんじんの利用率は，

それぞれ１００％，８４％，６８％，２０％であり，に

んじんの利用率が低かった。

以上のことから岐阜市の学校給食は岐阜市

および岐阜県での生産量の多いものが，利用

されており，地域の児童・生徒に供給できる

形態が出来上がりつつあることが考えられ

た。

平成１３年度の学校給食にえだまめが出現

し，この野菜の岐阜市の出荷量は大根につい

で多く，利用率は１００％であることから学校

給食に積極的に取り入れられていることが明

らかになった。献立のうえでも枝豆コロッケ，

枝豆ピラフなど新しい献立が見られたことか

ら給食担当者も地元野菜の消費拡大に力を入

れており，地場野菜の活用についての意識が

高いものと思われる。

１３年度の利用率を１２年度と比較すると（表

３），増加したものは，大根＋１４％，白菜＋

２８％，ねぎ＋１１６％であった。これに対し減

少しているものは，たまねぎ，きゃべつであ

り，それぞれの利用率は０．６％，０．７％と非常

に低い値であった。たまねぎは北海道産の利

用率は７０％であり，きゃべつは愛知県産が

５０％使用されていた。たまねぎやきゃべつの

（単位：t）

品目
岐阜県野菜 岐阜市野菜

収穫量 出荷量 出荷量

大根 ３６，６００ ２５，１００ １，９６０

キャベツ ７，６４０ ５，２８０ １，２００

白菜 １０，６００ ４，９００ ３２９

玉ねぎ ５，２４０ ２，８６０ １９３

えだまめ ２，８００ ２，１９０ １，９５０

もやし ＊ ＊ ＊

ねぎ ４，２６０ ２，１６０ ２７９

にんじん ７，７６０ ６，４５０ １１１

トマト ３０，４００ ２７，５００ １５３

こまつな ＊ ＊ ＊

ほうれん草 １１，９００ １０，６００ １，５７０

きゅうり ９，６７０ ６，９９０ ２５２

なす ６，３７０ ３，５６０ ２４５

＊は収穫量および出荷のデータがないことを示す。

品目

平成１２年度 平成１３年度
前年比
（％）総使用量

（kg）
岐阜県野菜
使用量（kg）

岐阜県野菜
利用率（％）

総使用量
（kg）

岐阜県野菜
使用量（kg）

岐阜県野菜
利用率（％）

大根 ４１，９５０ ３０，８５６ ７３．６ ３５，５８９ ２９，９１０ ８４．０ １１４

キャベツ ５２，７１９ ２，８３３ ５．４ ５７，７４９ ３９８ ０．７ １３

白菜 ２５，６３９ ４３１ １．７ １４，２２３ ３０７ ２．２ １２８

玉ねぎ １４７，７５７ ３，７６８ ２．６ １２８，８９１ ７９２ ０．６ ２４

えだまめ １，８４０ １，８４０ １００．０ １，８６５ １，８６５ １００．０ １００

もやし ３０，３６６ ３０，３６６ １００．０ ３４，３２１ ３４，３２１ １００．０ １００

ねぎ ２２，１３３ ５，９０９ ２６．７ １７，３４４ ９，９８８ ５７．６ ２１６

にんじん ８５，９６７ ２４，６５３ ２８．７ ９９，７７２ １９，７４３ １９．８ ６９

トマト ８，７１９ ６，１１１ ７０．１ ５，８８６ １，８６８ ３１．７ ４５

こまつな ６，０４６ ５，６５０ ９３．５ ９，１２７ ７，０２７ ７７．０ ８２

チンゲンサイ ３３，３３１ ９７０ ２．９ ２０，７６７ ４９０ ２．４ ８１

ほうれん草 ３２，９５３ ２２，５４５ ６８．４ ３１，００７ ２０，９２６ ６７．５ ９９

表２．平成１２年度岐阜県産の主な野菜生産と出荷１）

表３．岐阜市の学校給食における主な県内産野菜の使用状況２，３）
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ように岐阜県・岐阜市で収穫量が多い野菜の

学校給食への利用率が低いことはフードマイ

レージの視点からも，地場産の野菜を学校で

活用する方向での運営が望まれる。また，そ

れは，地域意識の薄れた今，生徒・児童に地

域に触れてもらうよい機会となるであろう。

（３）学校給食の野菜料理について

平成１３年度の給食献立７８２の中で地場産野

菜を利用している献立は２１６で，平成１２年度

は７１６献立中，２２６で献立の約３０％に地場産野

菜が使われている。国レベルの食料自給率は

約４０％であることから給食献立もこの値を目

標として地場野菜をとり入れていくべきであ

ろう。

１３年度の給食メニューを料理様式別に分類

した結果（表４），和風料理は１３年度４９％，１２

年度５１％といずれも献立の半分を占めてい

た。

和風料理の特徴として，食材全体に対する

野菜の使用量が多いといえるが，なす，きゅ

うりの地場野菜の利用は少なかった。今後，

中華料理の開発がなされることや大根，ほう

れん草，たまねぎなどを取り入れていくこと

で地場産野菜の利用率が上がる可能性がある

と考える。

料理別では，平成１２年・１３年度いずれも汁

物への利用が多く（表５），１３年度４６％，１２

年度４２％であった。汁物はポタージュ，野菜

スープ，ポトフ，ミネストローネ，大根スー

プ，けんちん汁，のっぺい汁，中華のワンタ

ンスープであり，地場産の大根，ねぎの野菜

が活用されていた。

次に利用が多かったのは，煮物で，１３年度

は２２％，１２年度は２４％とほぼ同率であった。

これらの料理は八宝菜やちんげんさい，ほう

れん草やもやしの煮びたし等が含まれてい

た。

揚げ物は，魚肉が多く使われているために

野菜の利用が少なかった。今後，野菜の揚げ

物への活用について検討がなされることが望

まれる。

昭和５１年度から米飯給食が取り入れられて

から，おかずのメニューも多彩になった。と

りわけ近年は，子どもたちの嗜好も多国化し

てきており，献立作成にあたっても香辛料や

新しい食材を取り入れた韓国風肉じゃが，ナ

ムル，ビビンバなどの韓国，アジア料理が取

り入れられてきている。これらにはもやし，

にんじん，たまねぎなど地場産の野菜が使わ

れ，新たな地場産野菜の使用拡大が試みられ

てきている。

平成１３年度と１２年度を料理法から検討して

みると大きな変化はみられないが，揚げ物，

丼物など地場産野菜の活用のメニューを増や

していくことで各務原市，岐南町など岐阜市

近郊の野菜活用の拡大につながっていく可能

性があるのではないかと思われる。

岐阜市の給食食材は３３，０００人分をまかなう

様式 １２年度 １３年度

和風料理 １０５回（４６％） １１０回（５１％）

洋風料理 ７３回（３２％） ６０回（２８％）

中華料理 ４８回（２１％） ４６回（２１％）

総計 ２２６回（１００％） ２１６回（１００％）

調理法 １２年度 １３年度

汁物 ８４回（３７％） ７７回（３６％）

炒め物 ３５回（１５％） ３０回（１４％）

和え物 １６回（７％） １７回（８％）

煮物 ５４回（２４％） ４８回（２２％）

揚げ物 ６回（３％） ５回（２％）

麺類 ２１回（９％） ２３回（１１％）

丼物 １０回（４％） １６回（７％）

総計 ２２６回（１００％） ２１６回（１００％）

表５．学校給食メニューの調理法による分類

表４．学校給食メニューの料理様式別分類
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という大量の食材の確保が必要である。大根，

ほうれん草，ねぎは県産の利用率が高く，岐

阜市やその近郊からの入手が行われている。

しかし，たまねぎは主に大野町，羽島市，本

巣町で生産されているがその５０％以上が中京

方面に，にんじんも中京・北陸方面に出荷さ

れているのが現状である。

学校給食が要望する規格にそった食材の確

保やトレサビリティーという問題が挙げられ

ているが，今後はこの課題解決が，県産物の

利用率向上につながっていくと考える。

岐阜市の学校給食では，児童・生徒に月毎

配布されている献立表に地場産食材が使用さ

れている献立に印がつけられたり，校内放送

で地場産物について紹介されるなどの試みが

されている。また，農業体験や見学を総合学

習の中に大いに組み入れるなど子どもたちが

地場産物野菜に興味を持つことができるよう

な取り組みも実施されてきていることから，

これらの体験は子どもたちにとって地域文化

に触れることができる機会にもなっている。

要 旨

１．給食メニューによく利用されている野菜

は，にんじん，たまねぎ，ほうれん草，

ねぎ，キャベツであった。

２．岐阜市の地場産の野菜の利用状況は，総

使用量の利用率でいうと枝豆が１００％，も

やし１００％，小松菜９４％，大根７４％，ほ

うれん草６８％であった。

３．たまねぎ，きゃべつの活用が，生産量に

対し少なくたまねぎは北海道，きゃべつ

は愛知県産が利用されていた。

４．献立メニューには，和風料理が多い。な

す，きゅうりなど地場産の食材の活用の

献立が少なかった。
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